
 
  令和４年度 学校評価（自己評価）報告書 

雲仙市立土黒小学校 

学 

校 

教 

育 

目 

標 

心豊かで，進んで学び，たくましく生きる子どもの育成  
 
（１） 進んで学ぶ子ども 
（２） 思いやりのある子ども 
（３） 最後までやりぬく子ども 

学 

校 

経 

営 

方 

針 

・学級経営の充実による認め合い，支え合い，高め合う学級集団の構築 

・研修の充実による指導力の向上 

・保健体育の推進による心と体の健康増進 

・安全・安心な環境の充実による心の安定 

・インクルーシブ教育の啓発 

・働き方改革における教職員の意識の変革 

・家庭・地域との連携による地域コミュニティーの確立 

自 

校 

の 

現 

状 

○素直で明るい。元気なあいさつができる。登校後や休み時間等は運動場で元気に過ごす

児童が多い。持久走や縄跳びなどめあてをもって取り組む児童も増えてきた。 

○学習規律が定着し，落ち着いて学習に取り組むようになってきた。集中して書く力が育

ってきている。 

●コロナ禍での経験不足もあり，表現力をつけていくことが課題である。 

重 

点 

努 

力 

目 

標 

１ 確かな学力の向上に努め，学びの目的と動機付けを重視する教育の実践 

２ 安全・安心な居場所としての学級を目指す学級経営の実践 

３ 地域に開かれ，信頼される教育活動の実践 

 ※１    ※２  ※３  

領
域 

重
要
度 

番
号 評価項目（努力事項） 

指標 

（見とる方法と判断の目安） 

達
成
度 

成果又は課題 評
価 改善策等 

学
校
教
育
活
動
の
改
善
と
充
実 

★ ① 学級経営の充実 

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

◎ 

・学級経営が充実し，落ち着いて学習に

取り組む状況ができてきている。 
・市学力調査では，概ね全国平均と同等
の成績であり，基礎的な学力の定着が

概ねできていると考えている。今後
は，結果を基に補充・強化していく。
そのために，今後も，授業改善や家庭

学習の充実が必要である。家庭学習に
ついては，全校一斉に取り組む「すく
すくポイントカード」に取り組み，意

識付けできた。今後は，継続すること
を課題にしていく。 

・総合的な学習の時間のカリキュラムの

見直しを行った。横断的な学習という
視点が加わり，学習を進める上で時間
的な余裕や学習の深まりを感じるこ

とができた。今後は，地域の人材や施
設等の活用の充実を図る。 

・ICT 機器の活用については，校内での

研修を重ねることで活用の機会が飛
躍的に増加した。また，家庭への持ち
帰りも定着してきているので，今後も

効果的な活用を目指す。 
・図書の寄贈があり，多くの本が入った。
「読み聞かせ」などで本に親しんでい

る。今後は習慣化に向けて取り組む。 
・体力作りマラソンやフィットネスチャ
レンジ長崎の長縄部門に挑戦するこ

とで，意欲的に取り組んだ。また，縄
跳び台を新設し，縄跳びカードを持た
せたことで，技能が向上し，運動の楽

しさを味わった。 

B 

・授業の充実については，引き続き，「主

体的，対話的で深い学び」の視点での授
業改善ができるよう研修を充実させて
いく。 

・家庭学習の習慣化については，まず，メ
ディア視聴やゲーム等の時間の短縮が
必要である。そのためには，健康教育と

併せて取り組む必要がある。また，授業
の理解度に応じて自分で学習を選択す
るような機会を設け，主体的な学びが

できる児童を育てたい。 
・地域の人材や施設等の活用について
は，来年度からコミュニティ・スクール

に移行することをふまえ，学校運営協
議会の方々の協力を得ながら，充実さ
せていく。 

・隙間時間を利用した読書に取り組ませ
ることで読書の習慣付けを行いたい。 

・持久走や長縄や短縄など，児童が体を

動かす楽しみに目覚め始めているの
で，体力テストの結果を基に引き続き
取組を充実させていく。 

 

② 思いやりのある心の育成  

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

○ 

 

③ 

「主体的，対話的で深い学

び」の実現へ向かう指導・支

援 

職員によるアンケート肯

定的回答８０％以上 

研究授業全員年１回以上 

○ 

★ ④ 学力向上の推進 

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

市学力調査で全学年全国

平均以上 

ICT機器の活用に関する研

修を年３回以上 

○ 

 

⑤ 横断的・総合的な学習の推進 

職員・児童によるアンケ

ート肯定的回答８０％以

上 

○ 

 

⑥ 
読書活動の推進と家庭での読

書の啓発 

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

月に１０冊以上 

○ 

 

⑦ 健やかでたくましい体づくり 

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

体育集会の開催 

○ 

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進 

 

① 健康教育の推進 

職員・保護者・児童によ

るアンケート肯定的回答

８０％以上 

学校保健委員会開催年１

回以上 

残食（９０ｋｇ以下） 

◎ 

・「学校の新しい生活様式」に応じた対
策の確認と実践を行うことができた。
今後も，国や県の通知を基に対応して
いく。 

・修繕が必要な個所については早急に対
応できた。外トイレや体育館スロープ
の設置により，利便性が向上した。 

・いじめアンケートを毎月行うことで，
早期に児童の悩みを発見し，対応する
ことができた。このことで，長期化す
ることなく解決した。 

・登校を渋りがちな児童については，共
通理解ができており，全職員で対応す
ることができた。今後は，メディア視
聴やゲーム等による生活習慣の乱れ
の改善を課題としていく。 

・定期的な面談により家庭との連携がと
れた。また，外部機関との連携により，
児童理解が深まった。 

A 

・メディア視聴やゲーム等の時間につい
ては，更なる情報モラル教育や学校保

健委員会の充実が必要である。授業の
充実とともに，家庭に発信することで
学校と家庭が足並みを揃えて指導でき

るようにしていく。また，学校保健委員
会を中心として，保護者の主体的な学
びや行動につなげることを模索してい

く。 
・保護者面談を引き続き充実させるとと
もに，外部機関との連携も更に強化し

ていく。 
 

★ ② 安全・安心な教育環境の確保 
職員・保護者・児童による

アンケート肯定的回答８

０％以上 

◎ 

 

③ 
生活指導，教育相談の充実（い

じめや問題行動，不登校対策） 

職員・保護者・児童による

アンケート肯定的回答８

０％以上 

いじめアンケート 

（月に１回） 

◎ 

 

④ 特別支援教育の充実 
職員・保護者・児童による

アンケート肯定的回答８

０％以上 

◎ 

働
き
方
改
革
の
推
進 

 

① 働きやすい職場づくり 
超過勤務月４５時間，年間３６

０時間以内 

働き方改革の広報 

◎ 

・計画的な業務遂行や在校時間の短縮
の意識付けにより，月４５時間，年間
３６０時間が達成できた。 

・服務規律のチェックを定期的に行う
ことで，意識を保つことができた。 

・家庭や地域への情報発信ができ，学校
への理解が深まった。 

A 

・今後も引き続き，業務削減のための
精選や見直しを進めていく。 

・服務規律の徹底については，今後も時
機を捉えることや自分事として考え

られるようにすることで，高い意識を
保っていく。 

★ ② 
家庭・地域との連携による地域
コミュニティーの確立 

職員・保護者・児童による

アンケート肯定的回答８

０％以上 

◎ 

※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。 

※２ 各評価項目の達成度を，指標をもとに，◎（十分に達成できた），○（概ね達成できた），△（あまり達成できなかった），▲（全く達成できなかった）で評価する。 

※３ 各領域全体を，評価項目の達成度をもとに，Ａ（十分に達成できた），Ｂ（概ね達成できた），Ｃ（あまり達成できなかった），Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。 


